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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
韓
土
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
脚
る

こ
と
を
罠
的
と
す
る

【
、
右
の
腎
的
の
た
め
に
次
の
購
業
を
滑
膏
う
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@
毎
月
一
同
研
究
倉
ハ
を
開
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⇒
　
毎
年
公
開
講
演
禽
を
淵
く

下
弓
高
「
墓
饗
」
を
薯
す
る

一
、
本
禽
口
の
蜘
業
を
職
迩
行
ず
る
た
め
に
委
員
著
｝
す
名
距
恥
お
く
、

委
員
は
京
郡
大
學
折
隅
學
科
敏
官
及
び
委
襯
貝
倉
に
お
い
て
推
繭
総

し
た
者
に
委
囑
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
、
魯
蝋
に
は
賛
籍
の
制
限
を
設
け

な
い
、
畢
校
∴
圃
誰
周
館
…
・
其
他
の
騰
櫓
脚
は
團
愚
の
名
を
以
て

入
平
す
る
こ
と
も
で
量
る

一
、
一
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
圓
、
叉
は
牛
年
六
一

〇
園
を
前
納
す
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一
、
魯
員
は
魯
誌
の
配
布
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受
け
、
會
誌
に
豫
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す
る
諸
種
の

行
嚇
に
鐵
席
す
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こ
と
が
で
嚢
る

一
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本
選
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に
お
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一
、
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改
正
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告

｝
、
本
禽
肖
は
禽
膿
貝
組
撚
織
と
し
密
呂
興
に
は
諭
賞
格
の
制
照
隊
渉
遍
醒
け
ま

　
せ
ん
、
入
倉
希
望
の
方
は
京
都
市
虎
京
簸
田
中
揖
浦
町
弘
交

　
堂
晶
門
由
黒
都
甜
誓
學
禽
係
｛
苑
に
規
定
の
會
繭
賀
（
年
一
、
二
一
…
○
欄
凶

　
η
〈
は
牛
年
六
一
〇
腿
）
を
お
二
一
込
下
さ
い

「
振
替
口
座
京
都
一
九
五
五
大
番
　
京
都
哲
學
曾
」

一
、
脅
昌
卿
一
蹴
〃
れ
．
の
燃
馴
ム
胴
は
封
儒
門
に
「
前
刷
金
切
」
の
印
を
柊
坤
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
埋
込
下
さ
い
、
【
年
分
（
久
は
牟
年
分
）

命
庶
賓
は
原
因
四
と
し
て
黒
鍵
恥
し
丁
二
盟
（
又
は
六
燧
）
　
の
轟
盟
附
潜
一

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
健
脚
其
他
の
事
情
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
又
は
三
年
）
線
に
糖
算
し
ま
す

一
、
會
団
貝
の
献
一
如
入
濃
帰
禽
等
（
編
集
寮
稚
劔
霞
以
外
の
　
切
）
　
の
事

務
は
弘
女
堂
内
山
尿
都
哲
墨
二
響
係
へ
御
｝
迎
知
下
さ
い

一
、
本
拙
掌
の
編
集
に
闘
剛
す
る
｝
連
催
凹
・
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刊
灘
口
・
筑
陽
賂
…
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歎
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魏
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本
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い山野
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一、

坙
P
員
以
外
　
の
購
瀞
職
者
の
箋
註
女
及
び
廣
告
に
闘
脚
す
る
件
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「
弘
交
堂
」
へ
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由
誌
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
謎
女
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す
べ
て
代
金
郵
穐
共
（
一
部
、
定
償
一

二
〇
園
・
郵
穐
八
謝
）
前
金
に
て
お
選
り
下
さ
い

一
、
特
に
謂
求
書
及
び
領
収
書
等
を
要
す
る
場
合
は
郵
雰
八
國

を
お
邊
り
下
さ
い
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